
山
や ま

田
だ

の自
し

然
ぜ ん

青い海、緑の山、山田には
美
うつく

しい自然がたくさんだよ！

まつりちゃん 海
かい

大
た

くん多
た

久
く

里
りの

滝
たき
（荒

あら
川
かわ

川
がわ

上
じょう

流
りゅう

）

けわしいリアス式
しき

海
かい

岸
がん
（白

しら
崎
さき

）

海
う み

の青
あ お

・山
や ま

の緑
みどり

③

山田町
まち

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい



山
や ま

田
だ

八
は っ

景
け い

2

大
おお
釜
かま
崎
ざき

　船
ふな

越
こし

半
はん

島
とう

の東
とう

南
なん

に位
い

置
ち

し、約
やく

150メートルの高
たか

さに切
き

り立
た

った崖
がけ

と大
おお

きな岩
いわ

にはさまれた水
すい

路
ろ

が
あることから「海

うみ
のクレバス」と呼ばれます。

四
し
十
じゅう
八
はっ
坂
さか
とそこから見

み
る海
かい
岸
がん

　町の最
さい

南
なん

部
ぶ

に位置する四十八坂は、昔
むかし

、まがりくねった
坂
さか

道
みち

が続
つづ

き交
こう

通
つう

の難
なん

所
しょ

だったことから名
な

づけられました。
　ここからは、すばらしい水

すい
平
へい

線
せん

と日
ひ

の出
で

を見ることが 
できます。

山田湾
わん

　ほぼ円
えん

形
けい

で周
しゅう

囲
い

約30キロメートル、おだやかで丸
まる

い鏡
かがみ

を 
思
おも

わせる海
かい

面
めん

、そこに浮
う

かぶオランダ島
じま
（大

おお
島
しま

）と小
こ

島
じま

は、町
まち

を
象
しょう

徴
ちょう

する景観の一
ひと

つです。

豊
とよ
間
ま
根
ね
川
がわ
源
げん
流
りゅう

　豊間根の日
ひ

当
なた

橋
ばし

から上
じょう

流
りゅう

に約10キロメートルに豊間根川の源流
があります。川は、オソノエラ沢

さわ
などの清

せい
流
りゅう

を集め、脈
みゃく

々
みゃく

と流
なが

れ続
つづ

け、
田
た

畑
はた

や海をうるおします。

　山田八景は、1985（昭
しょう

和
わ

60）年
ねん
「町

ちょう
内
ない

の自
し

然
ぜん

景
けい

観
かん

からすばらしいと思
おも

う景観を 
選
えら

んでください」という呼
よ

びかけで集
あつ

まった29か所
しょ

の景観から、わたしたちの故
こ

郷
きょう

 
を見

み
直
なお

し、自然の大
たい

切
せつ

さを確
かく

認
にん

するため、翌
よく

1986（昭和61）年に選ばれたものです。



考えてみよう 自
じ
分
ぶん
にとっての町

まち
を代
だい
表
ひょう
する

風
ふう
景
けい
はどこだろう。

どれだけ見
み

たことが
あるかな。

3

明
みょう
神
じん
崎
ざき
一
いっ
帯
たい
の天
てん
ヶ
が
森
もり
、沖
おき
松
まつ
島
しま

　明神崎は山
やま

田
だ

湾
わん

口
こう

に位
い

置
ち
し、赤

あか
い鳥

とり
居
い

と白
しろ

い灯
とう

台
だい

が建
た

て
られています。昔

むかし
から沖

おき
へ出

で
る船

ふね
は安

あん
全
ぜん

や大
たい

漁
りょう

を祈
いの

り、帰
かえ

っ
てくる船は無

ぶ
事
じ

であったことに感
かん

謝
しゃ

をささげていました。

不
ふ
動
どう
尊
そん
を中

ちゅう
心
しん
とした関

せき
口
ぐち
川
がわ
渓
けい
流
りゅう

　関口神
じん

社
じゃ
（関口不動尊）の奥

おく
宮
みや

から里
さと

宮
みや

まで続
つづ

く 
清
せい

流
りゅう

です。奥宮は、古
ふる

くは山
やま

伏
ぶし

が修
しゅ

行
ぎょう

する場
ば

所
しょ

でした。

赤
あか
平
ひら
金
こん
剛
ごう

　船
ふな

越
こし

半
はん

島
とう

東
とう

部
ぶ

にあ
る、高

たか
さ約

やく
350メートル

の大
だい

絶
ぜっ

壁
ぺき

です。岩
いわ

肌
はだ

が
赤
せき

褐
かっ

色
しょく

であることから
この名

な
前
まえ

がつきました。

タブの大
おお
島
しま
をふくむ荒

あら
神
がみ

　写
しゃ

真
しん

は荒神海
かい

水
すい

浴
よく

場
じょう

の砂
すな

浜
はま

と弁
べん

天
てん

島
じま

です。タブの大島 
（4ページ）はこの岬

みさき
のむこう側

がわ
に位置します。荒神海水浴場

は水のきれいさでは国
こく

内
ない

有
ゆう

数
すう

の海水浴場となっています。

豊
ゆたか

さん



オソノエラ鍾乳洞

豊間根川源流 臥龍梅

鯨山

四十八坂
船越大島（通称:タブの大島）

大釜崎

多久里滝

関口川渓流 赤平金剛

霞露ケ岳

明神崎
山田湾

大島（オランダ島）

十二神山

関口不動尊奥宮

41

41
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　ジオサイト
教
きょう

室
しつ

で 2 億
おく

 
数
すう

千
せん

万
まん

年
ねん

前
まえ

の地層を見
み

る 
豊間根中

ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

たち

　遠足で鯨山に登
と

山
ざん

した山
やま

田
だ

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

の 
子どもたち 　「けあらし」とは、冷

ひ

えこみがきびしい冬
ふゆ

の早
そう

朝
ちょう

、水
すい

面
めん

に 
たちのぼる霧

きり

が白
しろ

く湯
ゆ

気
げ

のように見える現
げん

象
しょう

のことです。

大
おお

沢
さわ

の臥
が

龍
りょう

梅
ばい

（県
けん

指
し

定
てい

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

）

オソノエラ鍾
しょう

乳
にゅう

洞
どう

鯨
くじら

山
さん

への遠
えん

足
そく

と途
と

中
ちゅう

から見
み

たタブの大
おお

島
しま

豊
とよ

間
ま

根
ね

川
がわ

流
りゅう

域
いき

の地
ち

層
そう

（ジオサイト）
多
た

久
く

里
りの

滝
たき

（1ページ）

山田湾
わん

から見
み

た冬
ふゆ

の十
じゅう

二
に

神
じん

山
ざん

と日
にっ

光
こう

山
ざん

山
や ま

田
だ

の海
う み

・山
や ま

・生
い

き物
も の

山田湾
わん

の「けあらし（蒸
じょう

気
き

霧
ぎり

）」と夜
よ

明
あ

け

寺社仏閣
宿泊施設

観光地、観光施設
山田八景
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ウミネコ（町の鳥
とり

）スギ（町の木
き

）ハマナス（町
まち

の花
はな

）

　船越のタブの大
おお

島
しま

にも、タブノキの自生
地が見られます。これ
らは、タブノキが育

そだ

つ
北
ほく

限
げん

で、県指定の天
然記念物になってい
ます。

　 船 越 半 島 の 
太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

には、
海に直

ちょく

接
せつ

落ちる
滝がいくつもあ
り、船

ふな

乗
の

りにとっ
て大

だい

事
じ

な水
すい

源
げん

に
なっていました。

田
た

の浜
はま

のタブノキ自
じ

生
せい

地
ち

（県
けん

指
し

定
てい

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

） 牛
うし

転
ころばし

峠
とうげ

付
ふ

近
きん

から見た船越湾

船
ふな

越
こし

半
はん

島
とう

から見たけわしい海
かい

岸
がん

海
うみ

に落
お

ちる滝
たき

山田湾
わん

から見
み

た冬
ふゆ

の十
じゅう

二
に

神
じん

山
ざん

と日
にっ

光
こう

山
ざん

漉
すく

磯
いそ

海岸

山
やま

田
だ

湾
わん

口
こう

の蜃
しん

気
き

楼
ろう

（浮
うき

島
しま

現
げん

象
しょう

）
　船

ふね

や岬
みさき

が
浮
う

き 上
あ

がっ
て見

み

えます。
昔
むかし

は「浜
はま

がま
わる」と言

い

っ
ていました。



話し合ってみよう 自然を守るために、自
じ
分
ぶん
たちには何

なに
ができるだろう。

6

船
ふな

越
こし

半
はん

島
とう

の自然は、どうやって
守られているのだろう。

自然保護管理員　武藤瑞
みず

雄
お

さんの話
　「船越半島を訪ねるみち」では、森

もり

や沢
さわ

の流
なが

れ、さまざまな動
どう

植
しょく

物
ぶつ

、山とそこからながめる海 
とたくさんの自然とふれあうことができます。多くの人に知

し

ってもらいたい山田町の財
ざい

産
さん

なの 
ですが、いま一つみんなに知られておらず、利

り

用
よう

する人も少
すく

ないのが残
ざん

念
ねん

です。
　ぜひみなさんにも歩いてもらいたいと思います。ただし、クマが出たり、道に迷

まよ

ったり、山には山の危
き

険
けん

があります。
山に入るときは、安

あん

全
ぜん

のために山にくわしい人といっしょに入るようにしてください。

　 風
ふう

倒
とう

木
ぼく

の 処
しょ

理
り

。
チェーンソーをかつ
いで山

やま
に入

はい
ることも。

　自然遊歩道を行
い

く 
武
ぶ

藤
とう

さん

自然遊歩道を守る
　三

さん

陸
りく

海岸一
いっ

帯
たい

をしめる三陸復
ふっ

興
こう

国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

には、 
「さんぽ道」と呼ばれる陸中海岸自然遊歩道が11か
所
しょ

設
もう

けられています。
　山

やま

田
だ

町
まち

にはそのうちの一
ひと

つ「船越半島を訪
たず

ねるみ
ち」、小

こ

根
ね

ヶ
が

崎
さき

～霞
か

露
ろ

ヶ
が

岳
たけ

～漉
すく

磯
いそ

海
かい

岸
がん

口
ぐち

～漉磯口～
小
こ

谷
や

鳥
どり

～船越園
えん

地
ち

駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

（旧
きゅう

タブの木
き

荘
そう

）の約21.4
キロメートルがあります。
　このうち小根ヶ崎～小谷鳥の自然遊歩道を管

かん

理
り

し
ている自然保

ほ

護
ご

管
かん

理
り

員
いん

が武藤さんです。
　武藤さんは週

しゅう

に何
なん

回
かい

も自然遊歩道を歩
ある

きます。大
たい

変
へん

なのが風倒木（風
かぜ

によって倒
たお

れた木）
の始

し

末
まつ

です。船越半島の山
やま

は全
ぜん

体
たい

的
てき

に土
つち

が薄
うす

く、地
ち

表
ひょう

のすぐ下
した

に岩
いわ

があるため木が深
ふか

く 
まで根

ね

を張
は

れず、強
つよ

い風が吹
ふ

いた後
あと

は木が倒れ、道
みち

をふさいでしまうことが多
おお

いのです。
　武藤さんがもう一つ心

しん

配
ぱい

しているのが、山に入った人
ひと

のごみと火
ひ

の始末です。どちらも 
船越半島の自然に悪

わる

い影
えい

響
きょう

をあたえかねません。
　だれもが、いつまでも自然の美

うつく

しさを楽
たの

しめるように、武藤さんは今
き ょ う

日も山に入ります。

　自然遊歩道では、さまざ
まな自然にふれあえるだ
けでなく、木

き

々
ぎ

の合
あい

間
ま

から
海
うみ

を見
み

ることもできます。

自
し

然
ぜ ん

を守
ま も

る（陸
り く

中
ちゅう

海
か い

岸
が ん

自然遊
ゆ う

歩
ほ

道
ど う

）

学びを通じた被災地の地域コミュニティ再生支援事業
平成30年３月発行

タブラン


